
 

 

 

１．本計画の目的 

・ 次世代育成支援対策推進法に基づき、仕事と生活の調和を図り、働きやすい環境を作ることによって、すべて

の社員がその能力を発揮できるようにするため 

・ 女性活躍推進法に基づき、女性社員がその個性と能力を十分に発揮し、更に働きやすい職場環境を整えるため 

 

２．計画期間 ２０２６年９月１日から２０２９年８月３１日までの３年間 

 

３．内容 

 

目標1  

各学校からの工場見学や出前授業、インターンの要請に積極的に対応し、若年層のキャリア形成支援を促進する 

 

＜具体的取組み＞ 

２０２６年９月１日～ 事業所周辺地域の教育機関へアプローチを行い、ニーズ把握と連携強化を図る 

２０２７年４月１日～ 教育課程の一環としての出前授業や体験型インターンの受入体制を整備し、運用する 

２０２８年４月１日～ 参加者アンケートの分析をもとに内容をブラッシュアップし、会社認知度の向上と採用 

につながる魅力あるプログラムへ改善する 

 

目標2  

新卒・中途採用において女性の採用比率を高め、現場職における女性採用割合20％以上を目指す 

 

＜具体的取組み＞ 

２０２６年９月１日～ 女子学生向け採用セミナー・イベントへ積極的に参画する 

２０２７年４月１日～ 選考過程において、職場見学、座談会などを通した女性社員との面談機会を設定し、入社 

後のキャリアイメージの形成を支援する。 

２０２８年４月１日～ 工場見学時に施設（更衣室・化粧室）や各種両立支援制度の案内を徹底し、女性が安心し 

て働ける環境を訴求することで応募につなげる 

 

目標3  

計画期間内における1人当たり平均所定外労働時間を計画期間前より5％削減する 

 

＜具体的取組み＞ 

２０２６年９月１日～ 所定外労働時間の現状把握を行う 

２０２７年９月１日～ 各部署毎に問題点を分析する。必要に応じてフレックスタイム制を導入する 

２０２８年９月１日～ 業務量の見直し、事務の効率化など取組を実施する 

 

目標4  

出産、育児等の事由により定着率を下げないよう、仕事との両立を支援する制度を拡充 

出産した女性の在職率７０％以上、男性の育児休業と育児目的休暇を合わせた取得率２０％以上を目指す 

 

＜具体的取組み＞ 

２０２６年９月１日～ 男性の育児休業にかかる制度をまとめたリーフレットを作成する 

２０２７年９月１日～ 社内の育児関連休暇取得状況の公開と相談窓口の周知 

２０２８年９月１日～ 育児休業からの復職者や子育て中の社員を対象にしたスキルアップ・キャリア相談 

を実施し定着につなげる 
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